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• 門真市民の女性就業率
項目 門真市 大阪府（比較）

総人口 123,576人 8,839,469人

生産年齢人口（15～64歳） 74,181人 5,341,654人

うち女性 36,443人 2,705,841人

うち就業数 20,589人 1,487,844人

女性就業率 約56.5% 約55.0%

項目 門真市 大阪府（比較）

門真市内の事業所で従業している者の数 69,192人 4,146,755人

うち女性従業者数 25,155人 1,785,503人

当地事業所の女性従業者比率 36.4% 43.1%

• 門真市内の事業所における従業状況

• 門真市内で住みかつ門真市内で働いている人数
項目 人数

門真市内で住みかつ働いている人数 21,288人

うち男性 10,356人

うち女性 10,932人

約半数が市外
で働いている！

※平成27年度国勢調査より

門真市の女性雇用の現状

３

我
が
国
で
は
急
速
な
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
、
将
来
の
労
働

力
不
足
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
企
業
に
お
け
る
人
材
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
女
性
の
活

躍
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
元
雇
用
の
促
進
は
、
通
勤
時
間
の
短
縮
と
い
っ
た

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
資
す
る
な
ど
の
利
点
が
あ

り
、
本
市
は
、
平
坦
で
交
通
の
便
が
良
い
、
住
む
場
所
と
働
く

場
所
が
近
く
に
あ
る
「
職
住
近
接
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
統
計
を
み
る
と
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る
女
性
の

就
業
者
数
は
２
万
５
８
９
人
、
就
業
率
は
56
・
５
％
で
、
大
阪

府
平
均
の
就
業
率
よ
り
高
い
一
方
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る
女

性
で
、
市
内
事
業
所
に
勤
め
る
女
性
就
業
者
は
１
万
９
３
２
人

で
あ
り
、
約
半
数
の
方
が
、
市
外
で
就
業
し
て
い
る
実
態
が
見

て
取
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
女
性
に
と
っ
て
働
く
場
所
が
近
く
に

あ
り
な
が
ら
、
地
元
で
の
雇
用
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
「
職
住
近
接
」
を
活
か
し
て
、
若
者
か
ら
高
齢

者
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

これからの企業成長のため、女性が活躍できる環境整備を！

幅広く優秀な
人材を確保
できる！

～女性雇用・活躍推進は経営にプラス効果～

企業イメージ
が向上！

多様な視点による
新製品・プロセス

開発！

社員の良い
刺激になる！

新規採用のコストを
削減できる！

就業継続により、
知識・経験を引き続き
活かすことができる！

人材確保 生産性・付加価値向上
子育てしながら働く
女性のために、勤務
時間を調整する

女性が出産・育児期も
働き続けられる制度
をつくる

さらに…

2012年 日本政策金融公庫総合研究所研究員 松井雅史
「女性従業員の活躍を推進する中小企業の特徴ー女性の活躍を促すための取組のあり方ー」より作成

令和元年12月開催 門真市主催「女性活躍推進セミナー」

はじめに

門
真
市
は
、
２
０
２
０
年
６
月
現
在
の
人
口
が
12
万
１
，
１
１
０
人
、
10
年
前
の

２
０
０
９
年
の
13
万
１
，
６
６
４
人
と
比
べ
１
万
５
５
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
７
万
３
，
０
６
９
人
、
同
じ
く
10
年
前
に
比
べ

１
万
２
，
１
４
９
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も
進
展
し
て
い
く
見

通
し
で
あ
り
、
労
働
力
不
足
の
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
女
性

活
躍
推
進
を
は
じ
め
、
働
き
方
改
革
、
高
齢
者
の
働
き
方
の
見
直
し
、
外
国
人
材
受

け
入
れ
な
ど
の
対
応
や
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
は
坂
が
少
な
く
平
坦
で
自
転
車
な
ど
で
通
勤
し
や
す
く
、
さ
ら
に

身
近
に
働
く
場
所
が
あ
る
た
め
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
利
な
環
境
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
国
の
調
査
で
は
、
働
き
た
い
と
思
う
女
性
の
数
は
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
本
市
が
持
つ
特
長
を
踏
ま
え
る
と
、
市
内
企
業
に
お
け
る
人
材
確

保
や
定
着
促
進
の
た
め
に
は
、
ま
ず
事
業
所
に
お
い
て
女
性
が
働
き
や
す
く
、
活
躍

で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
女
性
専
用
ト
イ
レ
や
更
衣
室
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
ま
た
柔
軟
な
休
暇
取
得
や
勤
務
形
態
な

ど
女
性
が
働
き
や
す
い
就
業
制
度
な
ど
が
導
入
さ

れ
て
い
れ
ば
、
採
用
で
自
社
を
選
ん
で
も
ら
え
る

好
材
料
に
な
り
、
ま
た
従
業
員
の
定
着
も
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
令
和
元
年
度
よ
り
「
門
真

市
女
性
雇
用
環
境
整
備
補
助
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

し
、
企
業
に
お
け
る
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整

備
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
集
は
、
当
事
業
の
一
環
と
し
て
作
成

し
、
女
性
が
働
き
す
く
、
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備
を
推
進
す
る
市
内
企
業
の
取
組
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
皆
様
の
職
場
で
、
女
性
が
活
躍
す
る

た
め
に
取
組
ん
で
い
た
だ
け
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
参
考
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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そ
ん
な
時
、
辻
社
長
は
門
真
市
中
小
企

業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
「
門
真
市
女
性
雇
用
環
境
整
備
補
助

金
」
を
知
り
、
す
ぐ
に
、
１
階
の
資
材
置

き
場
で
あ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
新
た
な
女

性
専
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
個
室
は
３
箇
所
、
す
べ
て
洋
式
。

「
新
し
い
ト
イ
レ
が
で
き
、
行
列
も
な
く

な
っ
て
女
性
従
業
員
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
洋
式
で
、
き
れ
い
で
明
る
く
、
工
場

の
ト
イ
レ
じ
ゃ
な
い
み
た
い
で
す
ね
。
」

（
上
小
牧
さ
ん
）

主
任
の
上
小
牧
亜
紀
さ
ん
は
、
業
績
が

拡
大
す
る
同
社
に
お
い
て
、
請
求
書
発
行

や
支
払
い
な
ど
の
増
大
す
る
管
理
事
務
を

こ
な
す
傍
ら
、
３
人
の
女
性
後
輩
社
員
を

指
導
す
る
。

「
や
り
が
い
は
、
何
と
い
っ
て
も
繁
忙
期

の
メ
ド
が
つ
い
た
と
き
の
達
成
感
で
す
ね
。

こ
の
会
社
に
い
て
長
い
で
す
が
、
会
社
の

拡
大
と
と
も
に
業
務
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

会
社
の
成
長
と
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、
そ

し
て
チ
ー
ム
の
成
長
が
重
な
り
、
と
て
も

満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
今
は
後
輩
を
指
導

す
る
立
場
に
も
な
り
、
悩
む
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
わ
か
り
や
す
い
、
伝
わ
り
や
す

い
表
現
を
使
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
」

と
意
気
込
み
を
語
る
。

育
児
休
暇
は
こ
こ
１
年
で
３
名
の
利
用

実
績
が
あ
り
、
復
帰
率
も
高
い
。
ま
た

保
育
園
等
の
入
所
に
つ
い
て
も
、
会
長

や
社
長
の
人
脈
を
活
か
し
、
近
隣
施
設

等
の
情
報
を
収
集
し
従
業
員
に
提
供
す

る
な
ど
の
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
。

雇
用
環
境
に
つ
い
て
は
「
全
体
的
に
有

給
は
取
り
や
す
い
雰
囲
気
で
す
ね
。
実
際

に
取
得
率
は
高
い
で
す
よ
。
」
（
上
小
牧

さ
ん
）
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同
社
に
は
、
本
社
工
場
（
大
半
の
従
業

員
が
働
く
）
の
女
性
ト
イ
レ
が
１
ヵ
所
し

か
な
く
、
従
業
員
の
増
加
に
よ
り
、
休
憩

時
間
ご
と
に
順
番
待
ち
の
列
が
で
き
る
た

め
、
生
産
性
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
大
き

な
悩
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
将
来
予
定
し

て
い
る
さ
ら
な
る
人
員
増
に
対
応
す
る
た

め
に
も
女
性
ト
イ
レ
の
追
加
設
置
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

「
従
業
員
に
対
し
、
会
社
と
し
て
ま
ず
優

先
し
て
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
家
庭
と
仕

事
の
両
立
、
休
暇
へ
の
配
慮
だ
と
思
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
企
業
内
保
育
も
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
辻
社
長
は
語
気

を
強
め
る
。

Company Data
電子機器プリント基板

LED照明基板の設計・実装組み立て
ヨーホー電子株式会社

門真市四宮６-６-46 TEL：072-881-6355

女性管理職拡大で組織を活性化

女性の雇用拡大にともない、
女性専用トイレを拡充
休憩時間の順番待ちも解消
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同
社
は
２
年
ほ
ど
前
か
ら
、
８
名
の
女

性
従
業
員
を
主
任
・
リ
ー
ダ
ー
（
生
産
ラ

イ
ン
）
と
し
て
管
理
職
に
登
用
し
て
い
る
。

一
部
に
は
人
材
不
足
で
男
性
の
み
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
く
な
っ
た
事
情
も
あ
る
が
、

女
性
が
多
く
働
く
職
場
の
中
で
、
意
見
や

５

課
題
等
が
出
た
際
、
ま
ず
は
女
性
同
士

の
チ
ー
ム
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た

方
が
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
に
向
か
う
の
で

は
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
。
は
じ
め
は

「
私
だ
け
目
立
っ
て･･･

」
と
い
う
よ
う

な
消
極
的
な
雰
囲
気
が
見
ら
れ
た
が
、

今
は
狙
い
通
り
仕
事
に
対
す
る
自
発

的
・
前
向
き
な
姿
勢
が
定
着
し
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
。
一
部
の
女
性
主
任
は

営
業
の
折
衝
等
、
同
社
の
最
前
線
で
活

躍
し
て
い
る
。

女
性
の
管
理
職
登
用
推
進
で
組
織
を
活
性
化
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「
当
社
の
女
性
従
業
員
は
『
流
れ
作
業
』

に
も
根
気
よ
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

何
時
間
も
の
間
、
集
中
し
て
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
長
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
社
の
男
性
は
な
か

な
か
、
か
な
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

辻
吉
典
社
長
は
話
す
。

短納期・高品質のカギは“手作業・目視” 多くの女性従業員が要を担う

辻吉典社長

４
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電
子
基
板
の
実
装
と
そ
の
後
の
組
立
て

を
事
業
の
柱
と
す
る
চ
␗
঍
␗
ਗ਼
৕
ઙ
ૄ

ভ
঺
（
門
真
市
四
宮
６
丁
目
）
は
、
自
社

製
品
の
「
輝
烈
（
き
て
れ
つ
）
」
を
始
め

と
す
る
面
発
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
等
の
好
調
な

受
注
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
業
績
を
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
従
業

員
数
は
大
幅
に
増
加
、
現
在
門
真
市
内
に

５
箇
所
の
生
産
拠
点
を
有
す
る
。

同
社
の
従
業
員
は
１
２
８
名
。
電
子
基

板
の
製
造
は
マ
シ
ン
導
入
が
進
ん
で
も
、

「
手
作
業
・
目
視
」
が
短
納
期
・
精
度
確

保
の
カ
ギ
。
本
社
工
場
の
組
立
ラ
イ
ン
に

は
多
く
の
従
業
員
が
整
然
と
並
ん
で
作
業

を
行
っ
て
い
る
姿
が
目
を
引
く
。

ৈ
ः
੓
ਙ
ૻ
૨
॑
೐
੅

う
ち
女
性
従
業
員
は
98
名
。
創
業
時
か

ら
高
い
女
性
比
率
を
維
持
し
て
い
る
。
数

名
の
事
務
員
を
除
き
ほ
と
ん
ど
が
現
場
の

組
立
・
検
品
作
業
に
従
事
す
る
。

女
性
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
32
～
33
歳
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
も
大
勢
お
り
、

工
場
前
の
駐
輪
場
に
は
“マ
マ
チ
ャ
リ
”
が

ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
。
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女
性
専
用
の
更
衣
室
は
早
く
か
ら
設

置
し
て
い
た
も
の
の
、
男
性
多
数
と
い

う
職
場
で
も
あ
り
、
ト
イ
レ
は
長
ら
く

共
用
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
女
性

求
職
者
と
の
面
接
の
際
「
ト
イ
レ
は
共

用
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
く
、
採
用
で
の
不
利
も
痛
感
し

て
い
た
。
「
門
真
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
で

補
助
金
の
募
集
を
知
り
、
女
性
専
用
ト

イ
レ
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。

Company Data
多品種・小ロット品が得意な板金加工屋です！
ファイバー溶接機も接産稼働中です！

株式会社大京精研
門真市桑才新町21-５ TEL:06-6916-2177

「
近
く
に
お
住
ま
い
の
お
母
さ
ん
に
は

ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
職
場
が
家

か
ら
近
け
れ
ば
子
育
て
も
安
心
し
て
で

き
ま
す
。
」
と
意
気
込
む
。

事
務
所
棟
２
階
の
階
段
突
き
当
り
、
通
勤

用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
雨
合
羽
な
ど
を
置
く

場
所
を
整
理
し
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
の
洋
式
ト
イ
レ
を
新

た
に
設
置
し
た
。

「
こ
れ
で
本
当
に
女
性
に
安
心
し
て
働
い

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
と
部
長

は
胸
を
張
る
。

そ
の
ほ
か
、
夏
季
に
は
会
社
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
を
ま
と
め
買
い
し
、
全
社
員

が
い
つ
で
も
冷
た
い
水
を
飲
め
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に
も
配

慮
を
怠
ら
な
い
。

今
回
の
環
境
整
備
を
皮
切
り
に
、
今
後

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
中
心
に
女
性
を
積
極

採
用
し
て
い
く
計
画
。
特
に
検
査
業
務
に

お
い
て
女
性
を
増
や
し
、
品
質
向
上
に
万

全
を
期
す
予
定
。

“溶接女子”も奮闘中

デッドスペースを上手く活用し、
明るい女性専用トイレを整備

７

現
在
の
と
こ
ろ
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
は
な

い
が
、
特
に
子
育
て
中
の
社
員
の
た
め

に30
分
単
位
で
の
部
分
休
取
得
も
可
能
と

し
、
子
ど
も
の
体
調
不
良
な
ど
の
際
の

休
暇
取
得
を
容
易
に
し
て
い
る
。
ま
た

子
ど
も
の
学
校
行
事
予
定
で
の
休
暇
は
、

気
軽
に
申
し
出
ら
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く

り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
が
年
間
の
有
給

取
得
が
範
囲
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
と

い
う
。

同
社
女
性
従
業
員
の
き
め
細
か
さ
を
武
器
に
品
質
向
上

ઙ
ૄ
ভ
঺
প
਎
ಖ
ଢ଼

プログラム・検査・溶接・事務まで幅広い職種で女性が活躍

さ
ら
に
「
５
Ｓ
活
動
も
率
先
し
て
現
場
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。
こ
れ
も
当
社
の

品
質
を
支
え
て
い
ま
す
。
」
と
続
け
る
。

細やかな指示書作成で品質・生産性をアップ

ऽ
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同
社
が
女
性
を
積
極
的
に
採
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
約
８
年
前
。
並
行

し
て
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

整
備
し
て
き
た
。

６

ु
भ
त
ऎ
ॉ
भ
➽
ਏ
ਚ
|
द

੓
ਙ
ऋ
ણ
ඩ

板
金
部
品
の
製
造
及
び
販
売
で
高
い
評

価
を
得
る
ઙ
ૄ
ভ
঺
প
਎
ಖ
ଢ଼
（
門
真
市

桑
才
新
町
）
は
、
女
性
従
業
員
の
き
め
細

か
さ
を
積
極
的
に
品
質
向
上
に
活
用
し
て

い
る
。

同
社
は
、
全
従
業
員
25
名
中
女
性
が
５

名
（
う
ち
現
役
マ
マ
が
２
名
）
と
女
性
比

率
は
高
い
方
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
検
査
・
溶
接
等
の
加
工
に
３
名
、
事

務
に
２
名
と
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

「
検
査
や
出
荷
業
務
は
特
に
女
性
は
丁
寧

に
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、
信
頼
を
置
い
て

い
ま
す
。
梱
包
な
ん
か
は
見
え
な
い
と
こ

ろ
ま
で
、
ビ
シ
ッ
と
決
め
て
く
れ
ま

す
。
」
と
佐
別
當
部
長
。

ま
た
、
勤
続
20
年
の
女
性
事
務
員
は
、

す
で
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
が
自
由
自
在
。
指
示

書
作
成
も
一
手
に
引
受
け
る
が
、
男
性
が

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
配
慮
が
行
き
届

く
と
い
う
。



Company Data
設備、手法の工夫を凝らして

塗装の効率、品質を高める

オーエム工業株式会社
門真市四宮3-9-28 TEL：072-883-6862

工場内のトイレを
すべて水洗化、
女性専用トイレも新設
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同
社
は
い
わ
ゆ
る
「
長
屋
タ
イ
プ
」

の
工
場
。
一
階
に
作
業
場
、
二
階
が
倉

庫
・
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
典
型
的
な

“町
工
場
”
。
現
在
、
通
路
を
挟
ん
で
４

区
画
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
ず
実
施
し

た
の
が
女
性
専
用
更
衣
室
の
設
置
。
作

業
で
の
汚
れ
が
激
し
い
塗
装
業
で
は
出

退
社
時
の
着
替
え
は
必
須
。
工
場
の
１

区
画
の
２
階
部
分
の
一
部
を
女
性
専
用

の
更
衣
室
兼
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
。

そ
し
て
大
き
な
課
題
は
ト
イ
レ
。
１

階
に
ト
イ
レ
が
合
計
３
箇
所
あ
る
が
、

全
て
非
水
洗
の
汲
み
取
り
式
で
男
女
共

用
。
採
用
面
接
の
際
は
、
必
ず
ト
イ
レ

の
状
況
を
あ
ら
か
じ
め
見
て
も
ら
っ
て

い
た
と
い
う
。
「
そ
れ
で
辞
退
さ
れ
た

女
性
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
男
女
関
係
な
く
若
い
方
は
汲
み
取

り
式
の
ト
イ
レ
見
た
こ
と
も
な
い
人
も

い
て
、
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
よ
。
」
と

取
締
役
は
振
り
返
る
。

令
和
元
年
夏
、
一
気
に
３
箇
所
の
ト

イ
レ
の
水
洗
化
・
洋
式
化
を
実
施
、
う

ち
１
箇
所
は
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、

女
性
専
用
ト
イ
レ
と
し
た
。
床
と
壁
も

明
る
い
も
の
に
張
り
替
え
た
。

「
ま
ず
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
部
分
が
何
と

か
な
り
ま
し
た
。
女
性
社
員
も
す
ご
く
喜
ん

で
い
ま
す
。
早
く
２
人
目
の
女
性
を
採
用
し

た
い
で
す
ね
。
事
務
で
も
現
場
で
も
、
弊
社

が
少
し
で
も
多
く
の
女
性
か
ら
の
選
択
肢
に

入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
採
用
の
幅

も
広
が
り
ま
す
。
実
は
す
ぐ
近
く
に
保
育
園

が
２
箇
所
あ
り
、
送
り
迎
え
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
を
多
く
目
に
し
ま
す
。

弊
社
の
仕
事
は
パ
ー
ト
等
で
も
柔
軟
に

対
応
で
き
ま
す
の
で
、
近
く
に
お
住
ま

い
の
お
母
さ
ん
に
来
て
頂
け
れ
ば
、
保

育
園
か
ら
も
近
く
て
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

ま
た
外
国
人
も
和
式
ト
イ
レ
使
用
の
習

慣
が
な
い
方
も
い
る
の
で
、
そ
の
点
で

も
洋
式
化
は
効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
」

（
取
締
役
）

ま
た
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
進

め
る
う
え
で
塗
装
業
特
有
の
問
題
も
。

溶
剤
を
取
扱
う
こ
と
か
ら
、
特
有
の
匂

い
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
。
２
階

に
あ
る
事
務
所
で
も
溶
剤
の
に
お
い
が

上
が
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
溶
剤
に
弱

い
人
に
と
っ
て
は
事
務
職
で
も
続
け
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
密
閉
性
の
高

い
プ
レ
ハ
ブ
を
設
置
、
事
務
所
を
母
屋

か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
も
検
討
中
だ
。

端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
同
社
の
女

性
活
躍
推
進
の
取
組
み
で
あ
る
が
、
門

真
の
“塗
装
女
子
”
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

リニューアル！

９

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
門
真
で
「塗
装
女
子
」活
躍
中
！
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（
門
真
市
四

宮
３
丁
目
）
は
、
平
成
元
年
に
現
在
地
に

て
創
業
以
来
、
産
業
機
械
筐
体
や
店
舗
装

飾
品
な
ど
の
焼
き
付
け
塗
装
、
常
乾
塗
装

を
行
っ
て
い
る
。

「
塗
装
の
仕
事
は
奥
が
深
く
難
し
い
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
方
と
私
で
は
塗
り
方
ひ
と
つ

を
と
っ
て
も
全
く
違
い
ま
す
。
」

こ
れ
ま
で
ロ
ー
ラ
ー
を
使
っ
た
塗
装
の
経

験
は
あ
っ
た
が
吹
付
は
未
経
験
。

「
で
す
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
経
験
を
積
ん
で
技
術
を
磨
い

て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
作
業
中
の
眼
差

し
は
常
に
真
剣
だ
。
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奥
山
社
長
自
ら
“
３
Ｋ
”
と
呼
ぶ
塗
装

業
に
あ
っ
て
、
人
手
不
足
は
特
に
深
刻

な
課
題
。
同
社
で
は
、
各
自
が
責
任
を

も
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
仕
事

へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う

「
若
手
に
も
重
要
な
仕
事
を
ま
か
せ

る
」
方
針
を
貫
い
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

従
業
員
の
定
着
は
比
較
的
良
好
。
結
果
、

従
業
員
構
成
も
各
年
代
で
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
お
り
技
能
承
継
の
点
で
も
大
き

な
強
み
を
発
揮
し
て
い
る
。

し
か
し
、
求
人
応
募
数
が
少
な
い
中
、

増
大
す
る
受
注
に
対
し
す
ぐ
に
人
員
を
増

や
せ
な
い
こ
と
が
大
き
な
悩
み
で
あ
っ
た
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
ま
ず
試
み
た
の
が
外

国
人
材
の
活
用
。
そ
し
て
女
性
の
雇
用
拡

大
だ
。
近
年
の
製
造
業
へ
の
女
性
活
躍
の

流
れ
の
中
で
、
同
社
で
も
女
性
の
応
募
も

若
干
で
は
あ
る
が
増
え
て
き
て
い
る
傾
向

に
あ
る
と
い
う
。
同
社
で
は
こ
の
好
機
に

社
内
設
備
を
見
直
し
、
女
性
が
安
心
し
て

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

検査作業 少しの不良も見逃さない

８

同
社
の
従
業
員
は
12
名
。
塗
装
業
は

“男
性
職
場
”
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
に

根
強
い
が
、
同
社
で
一
人
の
「
塗
装
女

子
」
が
奮
闘
中
だ
。

２
０
１
８
年
の
６
月
に
同
社
に
フ
ル
タ

イ
ム
の
正
社
員
と
し
て
入
社
。
現
場
で
の

塗
装
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

運
転
も
こ
な
す
。



Company Data
様々な社会貢献活動を通して

幸せの種をまく
～HAPPY．BEANS．PROJECT

株式会社中村工務店
門真市常盤町7-8
TEL:06-72-883-1136

自社の事務所にも女性専用トイレを整備
女性社員の声を取り入れ設計
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同
社
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
“
子
連
れ
出
勤

“を
認
め
て
い
る
。

「
今
小
学
４
年
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な
い
と
き

な
ど
は
、
会
社
に
連
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
社
員
に
も
す
ご
く
可
愛
が
っ
て
も

ら
い
、
『
社
長
は
今
で
か
け
た
よ
』
な
ど
と

社
員
の
一
人
み
た
い
で
し
た
よ
。
大
き
く

な
っ
て
か
ら
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
な
か
な
か

来
て
く
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
（
笑
）
」

と
山
下
さ
ん
。
１
階
の
カ
フ
ェ
で
は
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
も
併
設
し
て
お
り
、
お
客
だ
け
で
な

く
社
員
の
子
ど
も
も
利
用
可
能
な
よ
う
に
配

慮
。

「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
あ
る
こ
と
は
本
当
に
助

か
り
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の
設
置
は
市

の
補
助
金
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
企
業
で
整
備
さ
れ
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
」
（
山
下
さ
ん
）
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「
職
場
で
の
女
性
活
躍
推
進
が
う
ま
く
い
く

か
は
、
家
庭
生
活
も
い
か
に
う
ま
く
こ
な
す

か
に
か
か
っ
て
お
り
、
会
社
に
も
そ
の
両
立

を
支
援
す
る
責
任
が
あ
る
」
と
の
社
長
の
考

え
か
ら
、
女
性
社
員
を
対
象
と
し
た
特
色
あ

る
社
内
研
修
の
実
施
も
欠
か
さ
な
い
。

令
和
元
年
度
に
は
、
勤
務
時
間
が
不
規
則

に
な
り
が
ち
な
子
育
て
中
の
社
員
に
対
し
て
、

栄
養
の
あ
る
食
事
を
短
時
間
で
作
る
技
術
を

習
得
す
る
「
管
理
栄
養
士
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
」
や
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的

な
仕
事
ス
キ
ル
を
磨
く
「
整
理
収
納
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
門
真
市
女
性

雇
用
環
境
整
備
補
助
金
の
ソ
フ
ト
事
業
を

な
く
社
員
の
誰
も
が
仕
事
を
取
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
る
た
め
、
経
理
や
庶
務
等
専
業

の
「
間
接
部
門
」
の
廃
止
を
試
行
し
て
い

る
。

「
社
員
に
は
魚
を
渡
す
の
で
は
な
く
、
そ

れ
を
釣
る
釣
り
竿
を
渡
す
よ
う
に
し
た

い
。
」
と
中
村
社
長
は
話
す
。
同
社
で
も

経
理
や
庶
務
の
仕
事
に
は
多
く
の
女
性
社

員
が
従
事
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
専
任

と
は
せ
ず
に
、
そ
れ
ら
の
事
務
に
併
せ
て
、

営
業
や
自
社
の
カ
フ
ェ
・
飲
食
店
・
シ
ェ

ハ
ウ
ス
・
民
泊
・
水
耕
栽
培
農
園
等
の

様
々
な
新
規
事
業
の
運
営
を
任
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

「
仕
事
は
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
で
す
。
女
性

チ
ー
ム
で
民
泊
や
農
園
な
ど
を
任
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
相
談
し
あ
っ
て
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
社
長
に
直
接

相
談
し
て
、
了
承
を
も
ら
え
れ
ば
す
ぐ
に

実
行
し
て
い
ま
す
。
」
と
経
理
事
務
と
カ

フ
ェ
・
飲
食
店
の
運
営
に
携
わ
る
孫
さ
ん

は
語
る
。

活
用
し
て
実
施
し
た
。

「
研
修
の
内
容
は
家
庭
生
活
と
の
両
立
に
と

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活
や

収
納
の
内
容
な
の
で
、
カ
フ
ェ
の
仕
事
に
も

す
ご
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
は
調
理
師
免

許
を
取
る
た
め
に
勉
強
中
で
す
。
（※

資
格

取
得
に
は
会
社
か
ら
の
補
助
あ
り
）
」
と
児

玉
さ
ん
は
話
す
。

同
社
は
工
務
店
と
し
て
、
様
々
な
物
件
を

目
に
す
る
機
会
が
多
い
中
、
「
製
造
業
は
い

ま
だ
に
食
事
ス
ペ
ー
ス
も
な
い
と
こ
ろ
も
多

い
」
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
社
長
は
、

事
業
者
へ
の
職
場
環
境
向
上
の
提
案
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
市
内
の
あ
る
金
属
加
工

中
小
企
業
は
、
同
社
の
提
案
に
よ
り
、
社
員

食
堂
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
（
企
業
内
保
育
の
実
施
基
準
に
準

拠
）
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を
整
備
。
大
手

企
業
の
新
工
場
に
も
遜
色
の
な
い
機
能
・
デ

ザ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

こ
の
会
社
で
は
早
速
、
人
材
の
確
保
や
定
着

に
大
き
な
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
家
族
経
営
の
小
規
模
な
工
場
の
ト
イ

レ
洋
式
化
等
の
工
事
も
多
く
手
掛
け
る
。

「
特
に
奥
様
か
ら
す
ご
く
感
謝
さ
れ
ま
し
た

ね
。
工
場
の
ト
イ
レ
は
ま
だ
ま
だ
古
い
も
の

が
多
く
、
汚
れ
も
付
き
や
す
い
。
」
「
ま
ち

（
門
真
）
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、

こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
中
村
社
長
は
語
る
。

お話をうかがった（左から）
山下さん、孫さん、児玉さん、中村さん

社内セミナー
「女性に必要な食スキル～過不足を知り正しい食選択を～」

11

思
い
切
った
「間
接
部
門
」の
廃
止
を
試
行

～
多
角
化
経
営
・Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
に
女
性
の
力
を
活
用
～

ઙ
ૄ
ভ
঺
র
੨
ੵ
ਜ
૲

「体験型エコビル」として屋上緑化された本社

門真生まれ門真育ち門真在住
の“門真っ子”中村社長

␫
৑
ம
৖
୅
␬
भ
ఀ
ૃ
॑
૥
ষ

一
般
的
に
「
間
接
部
門
」
は
「
お
金
を

生
ん
で
い
な
い
」
「
業
績
悪
化
時
に
リ
ス

ト
ラ
対
象
に
な
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
中
、
そ
れ
が
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
繋
が
る
こ
と
を

懸
念
し
、
同
社
で
は
男
女
や
職
種
に
関
係

10
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塗
装
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ઙ
ૄ
ভ
঺

র
੨
ੵ
ਜ
૲
（
門
真
市
常
盤
町
）
は
、
創

業
か
ら
50
余
年
、
住
宅
設
計
・
施
工
・
リ

フ
ォ
ー
ム
等
の
建
設
業
、
不
動
産
業
を
中

心
に
順
調
に
業
容
を
拡
大
、
門
真
市
を
中

心
と
し
た
京
阪
沿
線
地
域
に
根
差
し
た
工

務
店
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。

近
年
で
は
ホ
テ
ル
・
民
泊
・
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
や
飲
食
店
の
運
営
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
に
至
る
ま
で
幅
広
い
業
種
へ
の
進

出
を
図
る
な
ど
、
経
営
安
定
の
た
め
「
多

角
化
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
社
会
貢
献
事
業
に
も
意
欲
的
に

取
組
み
、
２
０
０
５
年
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

を
本
格
的
に
始
動
。
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
ビ
ー

ン
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
幸
せ
の
種
ま
き

計
画
～
」
と
銘
打
ち
、
国
内
農
業
や
水
産

業
の
持
続
化
・
後
継
者
支
援
、
廃
材
利
用

事
業
等
を
行
う
。

ま
た
代
表
取
締
役
の
中
村
光
伸
さ
ん
は
、

門
真
生
ま
れ
門
真
育
ち
門
真
在
住
の
生
粋

の
“門
真
っ
子
”
。
地
元
門
真
へ
の
愛
着

は
人
一
倍
で
あ
る
。
自
社
直
営
の
カ
フ
ェ

（
自
社
ビ
ル
１
階
“
ハ
ッ
ピ
ー
ビ
ー
ン
ズ

カ
フ
ェ
”
）
を
活
用
し
た
「
餅
つ
き
大

会
」
や
「
映
画
上
映
会
」
等
、
地
域
住
民

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
小
学

生
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
市
が
推
進

す
る
「
宿
題
カ
フ
ェ
」
事
業
に
カ
フ
ェ
を

提
供
、
自
ら
講
師
も
務
め
る
な
ど
、
特
に

地
域
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
対
す
る
想

い
は
強
い
。

同
社
は
全
社
員
16
名
の
う
ち
女
性
が
６

名
。
う
ち
現
役
マ
マ
は
３
名
。
古
く
か
ら

女
性
社
員
の
活
躍
推
進
に
注
力
し
て
お
り
、

冒
頭
の
よ
う
な
多
角
化
事
業
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

取
組
に
女
性
の
力
を
う
ま
く
活
用
し
て
い

る
。
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衛生管理が行き届いた製造工程

市の補助事業を活用し
工場内に２箇所の女性専用トイレを整備
（洋式化）

大
の
大
人
な
ら
持
て
な
く
は
な
い
が
、

ジ
ャ
ッ
キ
付
き
の
台
車
な
ど
の
ア
シ
ス
ト

ツ
ー
ル
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
女
性
の
就

労
に
対
す
る
配
慮
も
欠
か
さ
な
い
。
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同
社
は
女
性
比
率
が
高
い
と
い
う
特
性

も
あ
り
、
以
前
よ
り
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
き
た
。
従
業

員
の
ほ
と
ん
ど
が
門
真
市
、
大
東
市
等
の

近
隣
か
ら
通
勤
し
て
お
り
、
現
役
の
“お

母
さ
ん
”
も
多
数
在
籍
す
る
中
で
、
特
に

子
育
て
中
の
従
業
員
に
対
す
る
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
る
。

「
“仕
事
”
に
は
替
わ
り
を
す
る
人
が
い

ま
す
が
、
“お
母
さ
ん
”
“
お
父
さ
ん
”
に

は
替
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
語
る
の
は
同
社
の
三
ツ
川
代
表
取
締
役
。

自
身
も
「
子
育
て
真
っ
最
中
」
だ
。

同
社
は
常
時
１
～
２
人
の
産
休
・
育
休

取
得
実
績
が
あ
り
、
復
帰
の
際
も
い
き
な

り
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
は
せ
ず
、
保
育
所

等
の
「
慣
ら
し
保
育
」
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
、
は
じ
め
は
週
に
数
日
勤
務
と
徐
々
に

慣
ら
し
な
が
ら
勤
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
る
。

工
場
入
口
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
。
休
暇
希
望
日
を
い
つ
で
も
記

入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
休
暇
を

申
告
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
工
夫
だ
。

実
際
、
前
も
っ
て
申
告
さ
れ
た
休
暇
に
つ

い
て
は
、
会
社
側
か
ら
取
り
下
げ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
と
い
う
。

「
荒
っ
ぽ
く
い
え
ば
『
自
由
出
勤
』
に
近

い
で
す
（
笑
）
。
過
去
に
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
と
き
は
、
会

社
に
人
が
い
な
く
な
り
、
そ
の
時
は
流
石

に
驚
き
ま
し
た
。
」
と
苦
笑
す
る
。
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さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
近
隣
の
認
可
外

保
育
園
と
提
携
、
従
業
員
の
子
ど
も
が
優

先
的
に
入
所
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派
遣
サ
ー
ビ
ス

会
社
と
契
約
、
一
定
の
限
度
額
内
で
従
業

員
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

働
き
方
改
革
や
柔
軟
な
休
暇
取
得
制
度

等
の
両
輪
と
し
て
重
要
な
の
は
、
工
程
の

柔
軟
性
で
あ
る
。
同
社
で
は
基
本
的
に
各

人
が
そ
れ
ぞ
れ
装
置
（
工
程
）
を
担
当
し

責
任
を
持
っ
て
加
工
を
行
う
ス
タ
イ
ル
。

休
暇
等
に
よ
る
欠
員
が
生
じ
た
際
は
、
迅

速
に
優
先
順
位
を
決
定
し
、
最
大
限
可
能

な
対
応
を
行
う
が
、
多
能
工
化
の
推
進
、

シ
フ
ト
組
み
や
工
程
組
み
に
は
工
夫
の
余

地
は
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

「
自
社
の
仕
事
は
一
人
前
に
な
る
に
は
非

常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
ス
ー

パ
ー
サ
ブ
と
し
て
Ｏ
Ｇ
の
方
（
女
性
）
に

き
て
い
た
だ
く
な
ど
、
技
術
の
承
継
を
進

め
て
い
ま
す
。
」

「
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進

は
、
人
材
の
確
保
に
も
も
ち
ろ
ん
有
効
で

す
が
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
従
業

員
が
長
く
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
仕
事
を
続
け

て
も
ら
う
会
社
づ
く
り
こ
そ
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
」
と
三
ツ
川
社
長
は
締

め
く
く
っ
た
。

13

現
役
「子
育
て
中
」の
社
長
が
進
め
る
「女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」
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製造業において極めて高い女性比率を誇る

同
社
の
製
品
は
、
飲
料
や
化
粧
品
等
に

直
接
装
着
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
社
内
は
衛

生
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
女
性
が
主

力
を
担
う
工
場
内
は
、
隅
々
ま
で
整
理
整

頓
が
行
き
届
き
、
雰
囲
気
も
明
る
い
。
し

か
し
、
異
物
混
入
等
の
不
良
は
許
さ
れ
ず
、

全
身
に
白
い
防
塵
着
を
纏
っ
た
女
性
従
業

員
が
黙
々
と
作
業
を
こ
な
す
光
景
か
ら
は
、

独
特
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

製
品
と
な
る
ラ
ベ
ル
は
非
常
に
繊
細
で

あ
る
一
方
、
持
ち
込
ま
れ
る
フ
ィ
ル
ム
の

原
反
ロ
ー
ル
は
数
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
原
反

ロ
ー
ル
の
運
搬
や
装
置
に
セ
ッ
ト
す
る
際
、

同社が製造するラベルは
生活を支える製品に欠かせない

Ｒシール（右）
シュリンクラベル（下）
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ঝ
（
門

真
市
江
端
町
）
は
、
昭
和
52
年
に
設
立

（
創
業
は
昭
和
42
年
）
、
「
シ
ュ
リ
ン
ク

フ
ィ
ル
ム
」
（
熱
収
縮
性
を
持
つ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
）
の
加
工
一
筋
に
操
業

を
続
け
て
い
る
。
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム

は
、
商
品
を
包
み
加
熱
す
る
こ
と
で
、
そ

の
形
状
に
密
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
や
化
粧
品
ボ
ト
ル
な

ど
の
ラ
ベ
ル
、
乾
電
池
の
包
装
材
等
と
し

て
な
じ
み
深
い
。

同
社
で
は
フ
ィ
ル
ム
原
反
ロ
ー
ル
か
ら
、

カ
ッ
ト
、
ミ
シ
ン
目
加
工
、
必
要
に
応
じ

予
備
成
形
（
こ
れ
を
社
名
の
由
来
と
も

な
っ
て
い
る
「
キ
ャ
ッ
プ
シ
ー
ル
加
工
」

と
い
う
。
）
等
の
加
工
を
一
貫
し
て
行
う
。

ま
た
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
短
納
期
対
応
、

１
枚
か
ら
で
も
製
品
化
を
可
能
と
す
る
な

ど
、
顧
客
の
要
望
に
柔
軟
に
応
え
る
と
と

も
に
、
印
刷
の
受
注
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
紹

介
か
ら
各
種
装
着
設
備
の
手
配
に
至
る
ま

で
、
ラ
ベ
ル
加
工
に
関
す
る
全
て
の
業
務

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
、
業
界
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
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同
社
は
前
社
長
が
女
性
で
あ
り
、
仲
間

（
女
性
）
に
呼
び
か
け
て
会
社
を
興
し
た

経
緯
も
あ
り
、
設
立
以
来
、
女
性
比
率
が

高
い
こ
と
が
特
徴
。
現
在
、
従
業
者
数
37

名
の
う
ち
、
女
性
は
実
に
33
名
を
占
め
、

得
意
先
に
よ
る
監
査
等
の
際
に
も
女
性
比

率
の
高
さ
に
驚
か
れ
る
と
い
う
。
女
性
従

業
員
は
、
工
場
内
で
の
製
造
を
メ
イ
ン
に

伝
票
処
理
の
事
務
等
ほ
ぼ
全
て
の
業
務
に

携
わ
る
。
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か
ど
ま

女
性
活
躍
の
職
場
づ
く
り
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市
内

５
社
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取
組
事
例
集
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